
平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
一
日
提
出

質

問

第

六

二

号

北
方
領
土
に
お
け
る
日
ロ
共
同
経
済
活
動
に
対
す
る
安
倍
晋
三
内
閣
の
見
解
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

貴

子
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北
方
領
土
に
お
け
る
日
ロ
共
同
経
済
活
動
に
対
す
る
安
倍
晋
三
内
閣
の
見
解
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

二
〇
一
一
年
二
月
十
一
日
、
モ
ス
ク
ワ
を
訪
問
し
た
当
時
の
前
原
誠
司
外
務
大
臣
は
、
ロ
シ
ア
の
ラ
ブ
ロ
フ
外
務
大
臣
と
会

談
し
た
際
、
我
が
国
の
主
権
を
害
さ
な
い
形
で
、
北
方
四
島
に
お
け
る
日
ロ
両
国
に
よ
る
共
同
経
済
活
動
（
以
下
、
「
経
済
協

力
」
と
い
う
。
）
を
行
う
こ
と
を
、
ラ
ブ
ロ
フ
大
臣
に
提
唱
を
し
た
。
そ
の
後
、
そ
の
実
現
方
に
向
け
、
我
が
国
外
務
省
職
員

を
督
励
す
る
旨
の
発
言
も
さ
れ
て
い
た
。

右
と
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
五
第
一
六
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

ロ
シ
ア
政
府
は
二
〇
〇
七
年
来
、
「
南
ク
リ
ル
社
会
経
済
発
展
計
画
」
に
基
づ
い
て
、
毎
年
猛
烈
な
勢
い
で
北
方
四
島
に

お
け
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
を
進
め
て
い
る
。
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
と
し
て
、
同
計
画
開
始
後
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
状
況

等
、
北
方
四
島
の
経
済
状
況
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
て
い
る
か
を
正
確
に
把
握
し
て
い
る
か
。

二

現
在
北
方
四
島
に
お
い
て
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
実
効
支
配
が
強
化
さ
れ
、
四
島
の
「
非
日
本
化
」
が
年
々
進
み
、
我
が
国
の

プ
レ
ゼ
ン
ス
は
低
下
す
る
一
方
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
安
倍
総
理
の
見
解
如
何
。

三

「
前
回
答
弁
書
」
で
政
府
は
、
「
ロ
シ
ア
側
に
お
い
て
北
方
四
島
の
い
わ
ゆ
る
『
非
日
本
化
』
を
進
め
る
動
き
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
右
の
「
北
方
四
島
の
い
わ
ゆ
る
『
非
日
本
化
』
」
は
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
と
政

一



府
は
認
識
し
て
い
る
か
。

四

本
年
九
月
十
九
日
か
ら
二
十
三
日
に
か
け
て
、
山
本
一
太
北
方
担
当
大
臣
が
国
後
島
、
択
捉
島
を
訪
問
し
た
。
根
室
市
に

帰
港
後
、
山
本
大
臣
は
、
ロ
シ
ア
政
府
に
よ
り
両
島
は
じ
め
北
方
四
島
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
「
一
喜

一
憂
せ
ず
、
現
状
を
冷
静
に
受
け
止
め
る
べ
き
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。
右
発
言
か
ら
、
ロ
シ
ア
政
府
に
よ
る
四
島
の
「
非
日

本
化
」
へ
の
危
機
感
が
山
本
大
臣
に
は
希
薄
で
あ
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
前
回
質
問
主
意
書
で
安
倍
総
理
の
見
解

を
求
め
た
が
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
何
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
山
本
大
臣
は
、
ロ
シ
ア
政
府
に
よ
る
四
島
の
「
非
日
本

化
」
に
十
分
な
危
機
感
を
有
し
て
い
る
か
、
安
倍
総
理
の
見
解
を
再
度
問
う
。

五

前
回
質
問
主
意
書
で
、
「
経
済
協
力
」
に
対
す
る
安
倍
総
理
の
見
解
を
問
う
た
が
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
明
確
な
答
弁

が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
我
が
国
の
法
的
立
場
を
害
さ
な
い
形
で
「
経
済
協
力
」
が
実
行
で
き
れ
ば
、
北
方
領
土
の
「
非
日
本

化
」
が
進
み
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
実
効
支
配
が
強
化
さ
れ
て
い
る
現
状
を
変
え
、
我
が
国
の
存
在
感
を
示
し
て
い
く
上
で
大
い

に
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
安
倍
総
理
の
見
解
を
再
度
問
う
。

六

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
「
経
済
協
力
」
に
関
し
て
、
「
北
方
四
島
に
お
け
る
共
同
経
済
活
動
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
の

法
的
立
場
を
害
さ
な
い
と
い
う
前
提
で
議
論
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
ロ
シ
ア
側
と
の
今
後
の
調

二



整
次
第
で
あ
り
、
現
時
点
で
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
答
弁
に
は
「
議
論
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
」
と
あ
る
が
、
実
際
に
日
ロ
双
方
で
ど
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
、
可
能
な
範
囲
で
説
明

さ
れ
た
い
。

七

平
成
十
年
二
月
に
日
ロ
間
で
、
北
方
四
島
周
辺
水
域
に
お
け
る
日
本
漁
船
の
操
業
枠
組
み
に
関
す
る
協
定
、
い
わ
ゆ
る
安

全
操
業
協
定
（
以
下
、
「
安
全
操
業
協
定
」
と
い
う
。
）
が
締
結
さ
れ
た
が
、
右
は
日
ロ
間
の
係
争
地
域
で
あ
る
北
方
四
島

の
周
辺
海
域
に
お
い
て
、
両
国
の
主
権
を
い
わ
ば
棚
上
げ
に
す
る
形
で
、
北
海
道
と
北
方
四
島
の
中
間
線
を
「
国
境
」
と
見

な
し
、
日
ロ
の
漁
民
が
安
全
に
漁
業
に
従
事
で
き
る
よ
う
取
り
決
め
た
も
の
で
あ
る
と
承
知
す
る
が
、
「
安
全
操
業
協
定
」

に
つ
い
て
改
め
て
説
明
さ
れ
た
い
。

八

「
経
済
協
力
」
は
実
現
方
に
向
け
様
々
な
困
難
が
伴
う
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
が
、
「
安
全
操
業
協
定
」
の
よ
う

に
、
海
で
出
来
る
こ
と
は
陸
で
も
実
現
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。
「
経
済
協
力
」
実
現
に
向
け
、
安
倍
総
理
と
し
て
我
が
国

外
務
省
の
ロ
シ
ア
担
当
者
を
督
励
し
、
実
現
方
に
向
け
て
積
極
的
に
動
く
考
え
は
あ
る
か
。
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
右
に

つ
い
て
明
確
な
答
弁
は
な
く
、
「
ロ
シ
ア
側
と
の
今
後
の
調
整
次
第
」
と
い
う
消
極
的
な
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ

る
。
安
倍
総
理
と
し
て
、
自
身
の
内
閣
に
お
い
て
「
経
済
協
力
」
を
実
現
さ
せ
る
と
い
う
意
欲
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
、
明

三



確
な
答
弁
を
求
め
る
。

右
質
問
す
る
。

四


